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＊対象の特性と援助の方法を学び、対

象に応じた 看護を実践する力とな

る

＊専門分野Ⅰ、専門分野Ⅱで学習した

内容を統合し、臨床実践に適応でき

る力となる

＊保健医療福祉の連携とその中での看

護チームの 一員として自己の役割

を認識できる力となる

基礎看護学

人体の構造と機能：解剖学 生理学 生化学 栄養学

疾病の成り立ちと回復の促進：微生物学 薬理学 治療学

病理学 疾病学

健康支援と社会保障制度：保健医療論 医療倫理 公衆衛生学

関係法規 社会福祉

科学的思考の基礎：教育学 人間と環境 統計学

コミュニケーション技法

人間と生活，社会の理解：心理学 社会学 人権社会論 保健体育

日常英会話 医療英会話 人間関係論
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専門分野Ⅱや統合分野の基礎となる

＊人間のライフサイクルにおける健康

の意義、保健医療福祉における看護

の機能と役割を理解する力となる

＊看護実践のもとになる看護理論を学

ぶとともに、対象の援助に必要な基

礎的な看護技術や健康障害を持った

対象への援助の力となる

＊看護を科学的に思考する力となる

専門分野の基礎となる

＊人体の構造と機能、疾患と治療、健康

支援の方法および、保健医療福祉にお

ける社会のシステムについて学び、看

護学を学ぶ上で基礎となる

専門基礎分野、専門分野の基礎となる

＊看護の対象である人間と生活、環境を

理解し人間を幅広く洞察する力とな

る

＊科学的に思考できる能力、命を尊ぶ豊

かな人間性や国際化に対応する力と

なる

第１看護学科 教育課程の構造図


